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１． はじめに 

メ デ ィ ア ・ リテ ラ シ ー 習 得 の 重 要 性 が 指

摘 され、様 々な育 成 方 法 が提 案 されている
1 ) 。情 報 化 の進 展 により、メディア・リテラシ

ーの概 念 そのものが、受 け手 として、マスメ

ディアにより作 り出 された映 像 情 報 を批 判

的 に 受 け 止 め る 能 力 か ら 、 自 ら 情 報 を 発

信 する能 力 を含 む様 な広 がりを見 せている
2 ) 。そ こで 、 日 常 的 な 学 習 環 境 を 活 かし、

情 報 発 信 者 と し て 、 メ デ ィ ア ・ リ テラ シ ー を

体 験 的 に 習 得 す る 学 習 モ ジ ュ ー ル を 開

発 ・実 践 し、効 果 を検 討 した。  

 

２． 体 験 型 学 習 モジュールの開 発  

情 報 発 信 者 の視 点 で、メディア・リテラシ

ーを育 成 する際 、作 り手 として、画 像 撮 影

や画 像 編 集 を体 験 することが重 要 であると

の考 えから、日 常 的 に携 行 している携 帯 電

話 の動 画 撮 影 機 能 を活 用 した教 材 モジュ

ールを開 発 した。なお、本 モジュールは、メ

ディア・リテラシーや情 報 活 用 能 力 を体 験

的 に学 ぶことを意 図 して設 計 した。  

 

３． 学 習 モジュールの実 践 と分 析  

開 発 した体 験 型 学 習 モジュールの有 効

性 を確 認 するため、日 本 大 学 法 学 部 の教

職 科 目 の 1 つである総 合 科 目 特 論 (教 職

コ ン ピ ュ ー タ 基 礎 ) に お い て 実 践 し 調 査 し

た。  

3.1 大 学 の講 義 実 習 における実 践 と調 査  

開 発 した体 験 型 学 習 モジュールを 2006

年 に試 行 実 験 、2007 年 に大 学 の講 義 実

習 においてモデル実 践 を行 った。これを受

け て 、 さ ら に 学 習 モ ジ ュ ー ル を 改 良 し 、

2008 年 に大 学 の講 義 実 習 において 5.5 回

(90 分 /回 )の実 践 および調 査 を行 った。  

3.2 学 習 モジュールの内 容  

 本 学 習 モ ジ ュー ルは 、「 授 業 で 使 え る ビ

デオクリップ教 材 の作 成 方 法 を学 ぶ」であ

る。まず、学 生 に対 して「高 校 生 向 けに日

本 大 学 法 学 部 を紹 介 する動 画 を作 成 する」

という課 題 を与 えた。1 班 2～3 人 として、絵

コンテ を 作 成 さ せ、シ ナリ オ作 りを させた。

次 に、各 自 の携 帯 電 話 で動 画 を撮 影 させ、

PC にデータを転 送 後 、動 画 を PC で編 集

できるファイルに変 換 、動 画 を編 集 させた。

最 後 に 、 各 班 の 動 画 の 特 徴 を プ レ ゼ ン さ

せ 、 動 画 を 放 映 さ せ る 発 表 会 を 行 い 、 学

生 相 互 の評 価 を行 った。  

3.2 携 帯 電 話 の利 用 実 態 調 査  

多 くの学 生 にとって、身 近 な存 在 となっ

た“携 帯 電 話 ”の利 用 にかかわる利 用 実 態

を調 査 し、 日 常 的 な 学 習 環 境 とし て妥 当

であるかを検 討 するとともに、“携 帯 電 話 ”

に 対 す る 見 方 を 明 ら か に し た 。 利 用 率 は

100% で あ り 、 WEB ・ メ ール 関 係 も し く は 電

源 系 統 のトラブルを体 験 した学 生 も多 く見

られた。今 後 期 待 する機 能 について、学 生

の興 味 に基 づき多 様 な意 見 が上 がった。  

3.3 実 践 の前 後 における NETS-S の変 容  

国 際 教 育 技 術 学 会 ( ISTE)によって、生

徒 が 協 働 的 な 社 会 に お い て 、 働 き ・ 生 存

し・貢 献 する能 力 を育 てるために、「全 米 教

育 技 術 能 力 基 準 ・生 徒 版 (NETS-S)  3 )」と

いう能 力 基 準 が提 言 され、多 くの国 で活 用

されている。この基 準 は、今 日 の高 度 情 報

化 社 会 の中 で成 功 するために必 要 な知 識 、
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技 能 、 お よ び 態 度 の 向 上 と い っ た 目 標 を

設 定 するのに役 に立 つ。 

この NETS-S をさらに改 良 し、「現 在 の

自 分 の能 力 」と「これから生 まれる子 どもに

期 待 する能 力 」を、本 実 践 の前 後 に自 己

評 価 させ、その変 容 を調 査 した。図 1 は、

実 践 の 前 後 での 「 現 在 の 自 分 の 能 力 」 の

変 化 において、上 昇 した項 目 を挙 げた。さ

らに、斜 体 で示 した部 分 は、学 習 モジュー

ル開 発 時 に設 計 ・意 図 した能 力 であり、各

項 目 とも上 昇 していた。また、これらの項 目

は、「レン・マスターマン“メディア・リテラシー

の 18 の基 本 原 則 ”」 1 )のうち、情 報 発 信 者

としての 5 項 目 にも当 てはまる。  

 

図 1 実 践 前 後 で学 生 の能 力 が上 がった項 目  

3.4 相 互 評 価 シートの分 析  

本 実 習 のまとめとしての発 表 会 において、

「相 互 評 価 シート」を用 いて学 生 に相 互 評

価 させた。このシートは、評 価 項 目 が 5 つあ

り、それぞれ 5 段 階 で評 価 させ、その総 評

を数 行 のコメントで記 述 するものである。そ

の結 果 をテキストマイニングによる分 析 をす

る と、 動 画 の スト ーリー に ついて 批 判 的 視

聴 能 力 を用 いて比 較 検 討 していることが明

らかになった。  

3.5 自 由 記 述 形 式 アンケートの分 析  

こ の 実 習 で 何 を 学 ぶ 事 が で き た の か に

ついて調 査 するため、自 由 記 述 形 式 のア

ンケート(A4 の用 紙 に 1 人 1 枚 弱 )を記 述

させた。その記 述 をテキストマイニングによ

る分 析 をした。その結 果 (図 2)、従 来 の受

け手 としてのメディア・リテラシーだけでなく、

情 報 の発 信 者 としてのメディア・リテラシー

についての気 付 きが認 められ、意 図 した学

習 が達 成 できていることが分 かった。これら

により、日 常 的 な学 習 環 境 を活 かして短 期

間 に完 結 できる体 験 型 の学 習 モジュール

の有 効 性 が認 められた。 

 
図 2 自 由 記 述 形 式 のアンケートの主 題 分 析  

(デンドログラム、数 字 は類 似 度 ) 

 

４． まとめ 

本 体 験 型 学 習 モジュールは、従 来 の受

け手 としてのメディア・リテラシーだけでなく、

情 報 の発 信 者 としてのメディア・リテラシー

の育 成 のための 1 つの方 法 として、有 効 で

あると考 えられる。  
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  既 存 知 識 を 活 用 し て 新 し い ア イ デ ア 、 生 産 物 や
手 順 を生 み出 す  

  モデルやシミュレーションを用 いて、複 雑 なシステム

や事 象 を探 求 する  
  い ろ い ろ な メ デ ィ ア や 型 式 を 使 っ て 、 仲 間 、 専 門

家 、他 人 と関 わり、協 働 し、表 現 する  
  探 求 法 を立 案 する  
  いろいろな資 源 やメディアからの情 報 を位 置 づけ、

構 造 化 し 、 分 析 し 、 評 価 し 、 総 合 し 、 倫 理 的 に 活
用 する  

  データを処 理 し、成 果 を報 告 する  
  解 決 を 推 進 し た り プ ロ ジ ェ ク ト を 完 成 し た り す る の

に、活 動 を立 案 し、運 営 する  
  I T  の 安 全 、 合 法 、 責 任 あ る 活 用 を 推 奨 し 、 実 践

する  
  協 働 、 学 習 、 生 産 を 支 援 す る 技 術 を 活 用 す る 積

極 的 態 度 を示 す  


